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中南米研究調査の旅から

藤  井  龍  彦*

 以下の記録は,1975年7月 上旬より,

1976年1月 上旬の半年の間にわたった,

中南米における調査および収集活動の鞭

告である。なお今回の調査収集活動は,

前半の10月 半ばまでは昭和50年 度文部省

科学研究費補助金海外学術調査の中,核

アメリカ調査団の団員として,後 半は,

昭和50年 度国立民族学博物館海外資料収

集として行ったものである。

 核アメリカ調査団は,団長寺田和夫(東

京大学教授)以 下,小 片保(新 潟大学教

授),友 枝啓泰(埼 玉大学助教授),加 藤

泰建(東 京大学助手),丑 野 毅(東 京大

学教養学部)に 筆者の加わった6名 のメ

ンバーで,小片教授を除いた5名 は,ペル

ー北部高地,ア ンカシュ県コロンゴ郡 ラ

・パンパ村付近の遺跡を中心として,約

2カ 月の間発掘調査を行 った。 この調査

の報告に関しては,別 の機会に詳 しく行

われる予定であるのでここでは触れない。

 10月半ばに発掘を打切 り,ペ ルーの首

都 リマに降 りて来た後,筆 者は団員と別

れて数日間の準備の後,ペ ルー中部高地

のワンカヨ市を中心としたマンタロ谷地
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域 の調査収集に向 った。10月 末のペルー

高地 は,既 に雨期 に入 って お り天候が心

配 されたが,幸 い午後 に夕立 ちが あった

だけで,天 野博物館の ジープ を 借 用 し

て,マ ンタロ谷の か な りの 部 分 を ま わ

る ことがで きた。 ワンカ ヨ市 は,リ マ市

か ら約300km,途 中4,800 mを 越 す峠

を越 えた 山間の 盆地 にあり,標 高は 約

3,300m,フ ニ ン県 の県 庁所在地 として こ

の地域 の中心 とな っている町である。 日

系人 の数 も多 く,約200家 族 を数 え,リ マ,

カヤ オに次 ぐ。市 周辺 は一般 にマ ンタロ

谷(Valle de Mantaro)と よ ばれる広大

な盆地で,ジ ャガイモ,ト ウモロコシ,

麦 類 を中心 とした農村地帯 である。町 の

中には,比 較的大 きな織物工場があ り,

ま た多 くの商店 もみ られ,農 産物 の集散

地,ま た商業の中心地 として栄 えている。

当地在住 の柏原さんのお世話 で,マ イエ

ルさん とい うドイ ッ系のおばあさんを紹

介 して頂 く。彼女は この地 域の民芸品,

手 工 業について実に詳 しいデ0タ を持 っ

てお り,一 方 自分 で小 さな機織 り工場 を

持 ち,ま たその工場の一隅を博物 館 とし

て資 料を公開 して いるとい うように,実

に有能 かつ親切な人で,筆 者のワ ンカ ヨ

市 周辺 の活動は彼女に負 うところが多い。

12月 の第一週は,彼 女か ら得たデータに

基 づ き,ひ ょちたん細工,織 物(い ざ り

機によ る),木 彫,土 器製作,刺 繍等 を

や ってい る部落を訪れ,資 料の購 入,写

真撮影 その他 のデー タ収集を行 った。 し

か し残念 な ことは,雨 期の到来 と共 に大

部 分の部落 で畑の耕作,播 種が開始され,

家 で手仕事 に携 る人が ほとん どみ られな

か った ことである。
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 ワ ンカ ヨ市 はペルーで最大 の 日曜市が

開かれると ころとして も有 名で あ り,最

後の一 日は この日曜市 を歩 いて必要な資

料の購入 にあたった。 しか し現在 はこの

日曜市 も観光化 し,店 の大半 が観光客 目

当ての土産物屋 にな って しま って いる。

当日の午後,購 入 した資料 をジープに載

せ,再 び4,800mの 峠 を越 えて夜中に リ

マに帰着 した。

 数 日後 クスコへ出発。今回 は距離的に

遠 いこと,雨 がひど くな り道路事情が悪

くな る可能性がある ことなどを考慮 して

飛行機で行 く。案 の定,ク スコに着いた

日はよか ったが翌 日か ら一週間 のクス コ

滞在中雨 にたた られ,周 辺 の部落へ出て

い くことが不可能 であ った。結局,市 内

のマーケ ッ トや店 で衣裳を主 と した収集

を行 ったに とどま り,ま た資料 に関す る

デー タも充分には得 られなか った。収集

品 と しては,前 述 の衣裳の他,踏 みす き,

太 鼓,角 笛,イ ンデ ィアン ・ハープ等 の

楽器が主な ものであ る。

 再 び リマに戻 り,こ れまで の収集品を

仮梱包 して,ボ リビアに向 う。首都の ラ

・パス市 では
,日 本人会長をな さってい

た井門,山 根両氏 にお世話にな り,ま た

ボ リビア ・トヨタの田中専務,そ して特

に島旅 行社の島袋,渡 辺氏 には,車 の手

配や資料を預か って頂 いた りして大変お

世話にな った。ボ リビアで も丁度 日本 と

同 じように,従 来 か らあった民芸博物館

を拡大強化 して,民 族学 ・民俗学博物館

を建設 中で,館 長を尋ね将来の協力を約

した。 ラ ・パスで も雨にたた られ,標 高

3,600mの 地 で寒 さにふるえなが ら,踊

りの衣裳 を探 しまわ った り した。ボ リビ

アの収集 を終 え,資 料の発送を渡辺氏 に

依頼 して,パ ラグ ァイへ向 う。

 パラグァイの首都アスンシオンは,寒

いラ・パスとは一転 して熱帯の地。気候

の急変にもめげず,有 名なパラグァイの

ハープを購入するために町中を歩 きまわ

る。幸いホテルの際に製作している工場

があり,日 本に空輸 してもらうことで話

をつける。

 その後,ア ルゼンチン,ブ ラジルとま

わったが,博 物館にいって挨拶をしただ

けで,何 れも収集活動は行わず,約20日

の旅を終えて再びペルーへ戻る。以前の

経験か らペルーにおける民族資料の送 り

出しに関しては楽観 していたが,い ざ手

続 きをしようと思って文化庁に行 くと,

全ての資料の写真を2枚 ずつキャビネ版

に焼き提出し,文 化庁の学者の検査を受

け尽ければ輸出許可は出せないといわれ,

早速許可依頼の書類を提出する。その上

毛皮,毛 織物に関 しては食糧省の許可が

いることもわか り,梱 包をほどいて,撮

影やら何や らの準備に転手古舞をする。

文化庁の方 もペルーか ら密輸出された先

インカの土器の接収その他で忙しかった

ためもあり,仲々検査に来て くれず,結局

許可証をくれたのは12月 も下旬となって

しまった。幸か不幸か載せて行 く予定の

NYKの 船の出港が遅れたので,何 とか

積出しに間に合い,調 査団の加藤氏に発

送手続きを託 してグ ァテマラへ出発する。

 グァテマラは丁度年末年始で,大 使館

は開いていず,博 物館や研究所なども行

って も仕方がないという状態で,全 く仕

事にならなか った。ただ,日 本人の若い

人で現地に住み込んで焼物や織物の研究

をしている人たちを知り,将 来彼等の持

っている生のデータが有効に生かされる

という期待が持てた。またグァテマラ市

には,当 地に既に5年 以上滞在 して民芸
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品の調査研究に当 って いる児島英雄 さん

という方がお られ,今 回 は残念なが ら活

動 はで きなか ったが,将 来何 らかの形で

じっ くりと調査を行 える絶好の フィール

ドで あると思 う。

 最 後にグ ァテマ ラか らメキ シコに行 っ

たが,僅 か2日 の滞在で,国 立人類学歴

史学研究所 と国立文化博物館を訪ね,協

力を依頼 して来 たに とどまる。 メキ シコ

の文化博物館長 のJulio C駸ar Oliv骼�
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は,日 本 の展示を充 実させ たいと考 えて

お り,資 料の交換を強 く希望 していた。

 終 りに今回の収集調査 でお世話 にな っ

た,ワ ンカヨ市の柏原夫妻,リ マ市の津

田一家,同 じくペル ー トヨタの川崎社長,

浜 野氏,ラ ・パス市 のボ リビア ・トヨタ

の河合社長,田 中専務,島 旅行社の島袋,

渡 辺氏,元 ラ ・パス市 日本人会会長の山

根氏,同 じく前会長 井門氏に感謝を述べ

たい。
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